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は　 じ　め　 に

本報告書は、平成２年12月に開催いたしました、第７回「しんかい2000」研究シン

ポジウムにおける成果発表をもとに、29編の論文をまとめて、ここにお届けするもの

であります。

平成２年９月には、「しんかい2000」が500回の潜航調査を達成し、平成３年には、

現在世界最大の潜航能力を誇る「しんかい6500」力價 査潜航を開始いたしました。ま

た、本年10月には、海洋科学技術セン･ターは、創立20周年を迎えることとなりまし

た。これもひとえに、皆様の暖かいご支援と御協力のたまものと、心より感謝の言葉

を申し上げる次第であります。

「しんかい2000」は、平成３年８月末までに、南西諸島、伊豆・小笠原諸島およ

び、日本海において29回の潜航調査を実施し、南西諸島の南奄西海丘において、新た

な熱水噴出チムニー群と、大規模な生物群集を発見いたしました。また、伊豆・小笠

原海域の海形海山では、中央火口丘に生息する目のない白いガニや。舌平目に類した

魚類を生きたまま採取することに成功し、現在飼育実験を行っております。このよう

に、「しんかい2000」はわが国周辺海域において着々と成果を挙げつつあります。

一方「しんかい65000」は、平成２年７月末までに、日本海。日本海溝、そして南

海トラフにおいて、国外の研究者による３潜航を含めて、24回の調査潜航を実施いた

しました。 また、平成３年８月から11月にかけて、科学技術振興調整費による日仏共

同調査の一環として、北フィージー海盆における潜航調査を実施中であります。

以上のことを考慮いたしまして、平成３年度は、これまでの「しんかい2000」研究

シンポジウムを「しんかいシンポジウム」に改め「しんかい2000」及び「しんかい

6500J による成果を併せ、さらに内容を充実させたシンポジウムとすべく計画を進め

ております。

今後共、関係各位の一層のご支援とご鞭撻のもと、本報告書が世界の深海研究に大

きく寄与することを願ってやみません。

平成　３年　９月

海洋科学技術センター

理　亊　　中　戸　弘　之
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「しんかい2000 亅 に 驚き威嚇行動 を示 す

こ のエビは、近 緑種 のアカザエピ （IM.j 茆㎝ic ｕs）と

とも に水産 上重要 な種 とな っている。和風 料理にｶ･ え 欧

風料 理として も賞 味さ れるが 安価で はな く高嶺 の花 とな

って いるよう だ。 最近 の「し んかい2000 」によ る調

査で、 緊急 晟出用出口を 持 った巣穴を作 って生 息す るな

ど面 白い生態がわかりつつあ る。
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